
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

緻密な準備で逃げのない外装を実現

設計コンセプト

温
か
な
雰
囲
気
や
家
庭
ら
し
さ
を
表
現

板橋区子ども家庭総合支援センター　完成
子
ど
も
・
家
庭
子
育
て
機
能
の
総
合
支
援
拠
点

誰一人取り残さない施設

板橋区長
坂本　健

完成に寄せて

工　事　概　要

（９） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　３月３０日　（水曜日）

　
東
京
都
板
橋
区
が
同
区
内

の
旧
板
橋
第
三
小
学
校
跡
地

で
整
備
を
進
め
て
い
た
﹁
板

橋
区
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

セ
ン
タ

﹂
が
完
成
し
た


同
施
設
で
は
身
近
な
子
育
て

相
談
機
能
と

こ
れ
ま
で
東

京
都
が
設
け
て
い
た
﹁
児
童

相
談
所
﹂
の
機
能
を
集
約


相
談
体
制
の
充
実
や
関
係
機

関
と
の
連
携
な
ど
に
よ


て

子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
す
る

設
計
は
豊

建
築
事
務
所

施
工
は
淺
沼

組
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た


　
現
場
は
住
宅
に
囲
ま
れ
た
旧
板

橋
第
三
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

地

淺
沼
組
の
片
倉
吉
信
作
業
所

長
は
﹁
住
宅
密
集
地
で
の
工
事
だ


た
た
め

第
三
者
災
害
防
止
を

徹
底
し
ま
し
た
﹂
と
工
事
を
振
り

返
る


　
周
辺
道
路
は
３

積
規
制
や
ス

ク

ル
ゾ

ン
に
指
定
さ
れ
て
お

り

搬
出
入
は
規
制
の
中
で
行
わ

れ
た
﹁
児
童
の
登
校
時
間
を
避
け

て
９
時
ス
タ

ト
と
し
ま
し
た


そ
れ
以
前
に
は
ゲ

ト
を
開
か
な

い
こ
と
を
周
知
し

近
隣
住
民
へ

の
影
響
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
た

工
事
と
な
り
ま
す
﹂と
説
明
す
る


　
着
工
時

敷
地
を
囲
う
よ
う
に

残

て
い
た
旧
小
学
校
の
Ｒ
Ｃ

塀

先
行
し
て
解
体
す
る
こ
と
で

作
業
ヤ

ド
を
拡
大
し
た

﹁



レ

カ

や
大
型
の
ユ
ニ

ク

車
が
す
ん
な
り
と
現
場
に
入
場
で

き
る
よ
う
に
な
り

ス
ペ

ス
の

有
効
活
用
と
な
り
ま
し
た
﹂
と
話

す

ま
た

外
構
仕
上
が
り
高
さ

が
現
状
地
盤
と
比
べ


ほ
ど
低

い
設
定
に
な

て
い
た

さ
ま
ざ

ま
な
施
工
手
順
が
考
え
ら
れ
た

が

最
初
に
す
き
取
り
を
一
気
に

行

た

﹁
結
果
と
し
て

外
構

工
事
時
の
土
を
出
す
作
業
が
少
な

く
済
み

繁
忙
期
の
車
両
台
数
が

低
減
で
き

省
力
化
に
つ
な
が
り

ま
し
た
﹂
と
片
倉
所
長


　
建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
で

内
装
外
装

問
わ
ず
デ
ザ
イ
ン
の
要
求
が
高
か


た
と
い
う

な
か
で
も
外
装
の

レ
ン
ガ
工
事
は
工
夫
を
要
し
た


﹁
レ
ン
ガ
は
一
つ
一
つ
微
妙
に
色

が
異
な
り
ま
す

選
定
・
調
達
や

レ
ン
ガ
割
図
な
ど
綿
密
な
事
前
準

備
で
逃
げ
の
な
い
外
装
を
実
現
し

ま
し
た
﹂
と
説
明
す
る


　
品
質
管
理
で
は
基
本
に
忠
実
な

丁
寧
な
施
工
を
目
指
し
た

﹁
杭

工
事
で
は

こ
れ
ま
で
自
社
で
培


て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
留
意
点
を

活
用
し

打
ち
間
違
い
や
ズ
レ
が

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た

躯

体
工
事
で
は
現
場
で
利
用
し
や
す

い
チ


ク
シ

ト
を
作
成
し


見
落
と
し
が
ち
な
項
目
の
チ



ク
漏
れ
を
防
止
し
て
い
ま
す
﹂


　
完
成
を
迎
え
て
片
倉
所
長
は

﹁
無
事
に
竣
工
を
迎
え
ら
れ
て
安

心
し
て
い
ま
す

ご
尽
力
い
た
だ

い
た
全
て
の
工
事
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
﹂

と
謝
辞
を
述
べ
た


１階待合コーナー

オムツ替えや授乳などに利用できる「赤ちゃんの駅」

プレイルーム２

執務室

箱庭療法室

エントランスホール

　本施設は、子ども・家庭、地域の子育て機
能の総合支援拠点として、来所のしやすさや、
温かな雰囲気、家庭らしさなどを大切にした
施設を目指しました。
　計画地周辺は住宅街であるため、視線の交
差や、周辺への影響について十分検討を行い
ました。また、計画地周辺の道路は狭あい道
路であるため、周辺環境の防災性向上を図る
ために道路拡幅を行っています。
　ファサードは、〝子どもを守る施設〟を表
現するために、力強い白いグリッドデザイン
のなかに、再生木ルーバーをリズムよく配置
することで、建物全体のイメージを引き締め
ています。また、正面玄関側のファサードに
はレンガ積壁を採用し、温かみや柔らかさの
ある表情を作っています。
　施設内部は、１階エントランスホールの天
井材に日光産杉材を使用し、円形の光膜照明
をアクセントとすることで、木のぬくもりを
生かした明るい空間としています。エントラ
ンスホールに面して設けた広場空間は、芝生
やウッドデッキ、ベンチなどを設置し、にぎ
わいの空間とすることで利用者が来所しやす
い雰囲気を作っています。
　万全のセキュリティー機能を確保しなが
ら、木の風合いを生かした優しいインテリア
とすることで、施設コンセプトを実現してい
ます。

株式会社　豊建築事務所

　このたび、板橋区子ども家庭総合支援センターが完成
いたしました。
　本年４月に開設、７月には児童相談所設置市に移行し、
子ども家庭支援センターと児童相談所の二つの機能を併
せ持つことで、相談のワンストップ化、迅速できめ細や
かな支援、関係機関との緊密な連携による切れ目のない
子育て支援が実現します。
　施設整備では、ＳＤＧｓの理念を踏まえ、友好都市日光
市の木材を活用した明るく温もりのある空間づくりや、
自然エネルギーの活用といった環境等への配慮など、気
軽にそして安心して相談に訪れることのできる、誰一人
取り残さない施設を目指してまいりました。
　本年は区制施行周年を迎える節目の年であり、先人
が築いてきた歴史・文化をつないでいくためにも、板橋
の宝である子どもたちが健やかで心豊かに成長できるよ
う、全力でまい進してまいります。
　最後に、これまでご理解とご協力をいただきました多
くの関係者の皆さまに、厚く御礼申し上げます。

■工事名称：（仮称）区立子ども家庭総合支援センター
新築工事

■工事場所：東京都板橋区本町－１
■建　築　主：東京都板橋区
■設計監理：株式会社豊建築事務所
■施　　工：株式会社淺沼組東京本店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地上３階
■構　　造：ＲＣ造
■主要用途：児童福祉施設等（子ども家庭総合支援セン

ター、児童相談所）
■工　　期：年６月日～年月日

相談室６

相談室１

エントランス


